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1　は　じ　め　に

稲作を中心とした土地利用型作物の低コスト生産が，今

日農政の重要課題の一つとなっている。このため，作業効

率の向上と規模拡大を目的として，は場の大区画化が進め

られつつある。本県でも，平成3年（1991年）から10年間

で6，800haの水田を大区画水田として整備しようとしてい

る。現在，50haからIhaまで様々な区画のほ場整備が開

始されており，整備地区毎に営農計画の策定も進められて

いる。その中で，機械導入計画の指針が求められており，

今回パソコンを用いた簡易なシミュレーション手法によっ

ては場作業量と負担面積の推定をしたので報告する。

2　シミュレータの開発

（1）圃場作業量の算定

図1に今回用いた負担面積の計算手順を，図2に移植作

業のパソコン表計算ソフト（ロータス123）のワークシー

トを示した。表計算ソフトを用いると∴複数の条件が簡単

に変更でき，一連の計算過程や結果を見なからシミュレー

ションが簡単にできる。今回のシミュレーションにあたっ

ては，従来から行っている作業能率調査等で把握している．

作業速度・旋回時間・補給時間等の項目を事前に入力して

いる。土質や地域の作業慣行などによって，作業回数や作

業速度等が異なる場合は，その部分の数値を変更すること

でより現実に近い値になるものと思われる。従来の圃場作

業量の計算は，理論作業量（＝理論作業速度×理論作業幅）

×圃場作業効率で求めていたが，圃場区画の拡大や機械装

備によって作業能率がどの程度変化するか明瞭でない。今

回．理論作業量を実際の作業行程を想定して計算している

ので，開場作業効率は従来の数字より高くして計算してい

る。

（2）1日の圃場作業量の算定

1日の開場作業量は，従来の手法り（1日の作業時間×

実作業率）でシミュレーションした。1日の作業時間は日

長時間－3時間とした。日長時間は，季節と緯度によって

変化するので，別途計算式りによって求めた（表1）。

実作業率は農水省資料を参考とした。

（3）負担面積の算定

移植機とコンバインの負担面稲を．県内の大区画圃場整

備地区について求めた。作期の策定にあたっては，岩手県

で実施しているリアルタイムメッシュ気候情報システムを

用いて移植早限月・移植晩限日・豊熟退行日・初霜口など

を求め，実際の作期と比較しながら決めた。作期内の作業

可能日数率は，圃場整備地区近傍の観測地点の降水量2’か

らその出現頻度（1961年～1990年の30年間）を算出して求

めた。なお，作業可能降水量は農研センターで開発された

作業体系シミュレータの数値を参考にした3）。
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図1　シュミレーションのフロー

（4）シミュレーション結果

同一の作業機を用いた場合．は場作業量は，は場区画と

比例して大きくはならない。長辺が長く，短辺が作業機の

幅で割り切れる場合が最も作業能率が高くなる。しかし，

大区画は場では，高性能機械の導入が可能であり．高性能

機械を導入することによりは場作業量が大幅に増大してい

く。負担面積は，作期によって大幅に変わる。今回の事例

では，田植作業期間が12日～23日と．品種の組み合わせに
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よって大幅に異なっており，推定負担面積は8粂田植機で

19．3～37．Ohaとなった。また．収穫期間は17日～26日で推

定負担面積は6粂コンバインで19～37haであった。
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表1　日長時間の算定

　 緯 度

月 日

日 長 時 間
該 当 作 業 緯 度 と 市 町 村

39 0 4 0 0 4 10

4 月 5 日 12．6 3 12 ．6 7 1 2 ．7 0

耕 起 作 業

代かき作業

38 0 5 0　 一 関 市

4 月 15 日 13 ．0 7 13 ．1 0 1 3 ．13 3 9 0 0 0　 前 沢 町

4 月 25 日 13 ．4 7 13 ．5 0 13 ．5 7 10　 江 刺 市

5 月 5 日 13 ．8 3 13 ．8 7 13 ，9 7 2 0　 花 巻 市

5 月 15 日 14 ．13 14 ．2 3 14 ．3 0 移 植 作 業 30　 紫 波 町

5 月 25 日 14 ．4 0 14 ．5 0 14 ．6 0 4 0 盛 岡 市

40 00 0 岩 手 町9 月 25 日 11．8 7 1 1．8 7 1 1．8 7

収 穫 作 業10月 5 日 11．43 1 1．4 3 1 1．4 0 10　 一 戸 町

10月 15 日 1 1．0 3 1 1．0 0 10 ．9 7 20　 軽 米 町

（日長時間＝日没時刻一日の出時刻　作業時間＝日長時間－3）

表2　作業可能降水量（農研センター）

作業 名 作　 業　 機　 械
降　 水　 量　 心

当　 日 前　 日 前 々 日

基 肥 施 用 トラクタ十ブロードキャスタ 3 ．0 15 ．0 2 5 ．0
耕 起 ・整地 トラ ク タ＋ ロ ー タ リ 5 ．0 2 0 ．0 3 0 ．0
代　 か　 き トラクタ＋水田ロータリ 15 ．0 3 0 ．0 5 0 ．0
移　　　 植 乗　 用　 田　 植　 機 10 ．0 3 0 ．0 5 0 ．0
収　　　 稽 コ　 ン　 バ　 イ　　 ン 5 ．0 15 ．0 2 5 ．0

衰3　降水量出現頻度

時 期 降水量 紫 波 花 巻 北 上 水 沢 江 刺 一 関 千 厩

5 月

tOl 以上 10 ．7 1 1 ．9 9 ．7 9 ．0 8 ．3 10 ．3 10 ．3

肋山上 1．1 0 ．0 1 ．0 1 ．3 1 ．3 2 ．3 2 ．0

上 旬 弧山上 0．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

合 計 1 1 ．8 1 1 ．9 10 ．7 10 ．3 9 ．6 12 ．6 12 ．3

5 月

仙 以上 12 ．2 9 ．5 11 ．0 9 ．0 9 ．7 1 1 ．3 9 ．3

服 しヒ 1．9 1 ．0 1 ．7 1 ．3 1 ．3 3 ．0 1 ．7

中 旬 仙 0．4 0 ．0 0 ．3 0 ．3 0 ．3 1 ．0 0 ．7

合 計 14 ．5 10 ．5 13 10 ．6 11 ．3 15 ．3 1 1 ．7

5 月

101 以上 6．7 9 ．1 8 ．5 8 ．2 7 ．3 9 ．1 9 ．1

謝■以上 0．7 1 ．3 1 ．5 1 ．5 0 ．9 2 ．4 0 ．9

下 旬 伽此 ヒ 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

合 計 7 ．4 10 ．4 10 ．0 9 ．7 8 ．2 1 1 ．5 10 ．0

表4　負担面積

紫 波 花　　 巻 北 上 水 沢 江 刺 一 関 千 厩

土 舘
石鳥谷

新 堀

湯 本

第 5

礪 中央

第 3
玉の木
愛 宕

南 部

一閃市

細 谷

川崎村

陣が森

移植早限5 月　 日 5 6 4 6 5 6 2 3

移離 限5 月　 日 2 5 2 1 2 6 25 18 17 2 4 19

作 業 期 間 日 2 1 16 2 3 20 14 12 2 3 1 7

可 能

H 数日 合 計 18 ．5 14 ．3 20 ．5 17 ．7 12 ．5 10 ．7 19 ．9 15 ．0

摘■ 5 ．3 4 ．4 6 ．2 4 ．5 5 ．4 4 ．5 7 ．9 7 ．0

5月中旬 8 ．6 9 ．0 9 ．0 8 ．7 7 ．2 6 ．2 8 ．5 7 ．9

5月下旬 4 ．6 0 ．9 5 ．4 4 ．5 0 ．0 0 ．0 3 ．5 0 ．0

負 担　 4 粂 23 ．9 18 ．4 26 ．5 2 2 ．9 16 ．2 13 ．9 25 ．7 19 ．4

面 積　 5 粂 2 7 ．7 2 1 ．4 30 ．7 2 6 ．5 18 ．8 16 ．1 2 9 ．8 2 2 ．4

6 粂 30 ．4 2 3 ．4 3 3 ．7 2 9 ．1 2 0 ．6 17 ．7 3 2 ．7 2 4 ．6

8 粂 3 3 ．0 2 5 ．5 3 6 ．6 3 1 ．6 2 2 ．4 19 ．2 3 5 ．5 2 6 ．7
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